
「
あ
い
つ
ぐ
差
別
事
件

の
糾
弾
闘
争
・
行
政
闘

争
を
強
化
し
、
部
落
解

放
を
実
現
で
き
る
組
織

と
運
動
を
作
り
上
げ
る

た
め
に
、
西
日
本
夏
期

講
座
の
成
功
に
全
力
で

取
り
組
も
う
」
の
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

各
支
部
の
代
議
員
を
は

じ
め
、
行
政
関
係
者
や
、

企
業
・
労
組
・
宗
教
者
・

政
党
な
ど
の
共
闘
関
係

者
な
ど
１
３
０
名
が
参

加
し
た
。

解
放
歌
を
合
唱
し
た

あ
と
、
山
口
支
部
の
竹

部
優
子
さ
ん
よ
り
水
平

社
宣
言
の
朗
読
、
議
長

に
岩
国
支
部
の
竹
嶋
彰

宏
さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で

松
岡
広
昭
県
連
委
員
長

は
、
萩
市
結
婚
相
談
所

の
戸
籍
提
出
等
差
別
事

件
、
山
口
市
結
婚
身
元

調
査
事
件
、
就
職
面
接

時
の
「
統
一
応
募
用
紙
」

違
反
な
ど
、
県
内
の
あ

い
つ
ぐ
差
別
事
件
を
報

告
し
、
現
在
の
人
権
・

同
和
行
政
の
総
点
検
、

差
別
の
原
因
に
迫
る
糾

弾
闘
争
の
必
要
性
を
訴

え
た
。
ま
た
、
来
年
７

月
に
22
年
ぶ
り
に
山
口

で
開
催
す
る
西
日
本
夏

期
講
座
の
成
功
に
向
け

た
決
意
と
、
行
政
や
共

闘
関
係
者
な
ど
の
協
力

を
求
め
た
。

中
央
本
部
を
代
表
し

て
松
岡
徹
書
記
長
よ
り
、

人
権
侵
害
救
済
法
、
狭

山
第
３
次
再
審
闘
争
、

差
別
糾
弾
闘
争
に
つ
い

て
の
情
勢
報
告
と
来
年

の
西
日
本
夏
期
講
座
と

大
会
成
功
へ
の
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
お
く
ら

れ
た
。

続
い
て
、
来
賓
あ
い

さ
つ
で
は
、
西
村
亘
・

山
口
県
副
知
事
を
は
じ

め
、
国
会
・
県
・
市
議

会
議
員
、
行
政
、
労
組
、

共
闘
団
体
か
ら
連
帯
の

あ
い
さ
つ
が
お
こ
な
わ

れ
た
。

開
会
行
事
の
後
、
午

後
か
ら
は
松
岡
委
員
長

よ
り
第
56
期
活
動
報
告

が
お
こ
な
わ
れ
、
川
口

書
記
次
長
か
ら
第
57
期

活
動
方
針
案
、
藤
本
副

委
員
長
か
ら
大
会
宣
言

案
が
提
案
さ
れ
て
、
す

べ
て
承
認
さ
れ
た
。

今
年
は
役
員
改
選
が

あ
り
３
役
を
は
じ
め
新

執
行
部
は
全
員
承
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
組
織
建

設
・
強
化
に
向
け
て
新

設
さ
れ
た
部
局
体
制
に

は
、
組
織
局
長
に
松
村

元
幸
、
運
動
局
長
に
米

田
克
己
、
闘
争
本
部
長

に
川
口
泰
司
の
３
人
が

選
出
さ
れ
た
。

活
動
方
針
で
は
、
山

積
す
る
課
題
解
決
に
向

け
て
、
以
下
の
８
点
を

重
点
課
題
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

①
県
内
で
続
発
す
る
差

別
事
件
の
徹
底
し
た
真

相
究
明
に
取
り
組
み
、

部
落
大
衆
の
差
別
へ
の

怒
り
を
組
織
し
、
部
落

問
題
解
決
へ
向
け
た
行

政
責
任
を
明
ら
か
に
さ

せ
る
運
動
に
取
り
組
む
。

②
来
年
７
月
に
開
催
す

る
第
34
回
部
落
解
放
・

人
権
西
日
本
夏
期
講
座

山
口
大
会
の
成
功
に
向

け
、
全
力
で
取
り
組
む
。

③
08
年
度
に
実
施
す
る

「
県
民
人
権
意
識
調
査
」

が
、
県
内
の
部
落
差
別

の
現
実
認
識
、
部
落
問

題
解
決
に
有
効
な
調
査

内
容
と
な
る
よ
う
に
、

徹
底
し
た
学
習
と
議
論

を
進
め
て
い
く
。

④
人
権
教
育
と
い
う
名

の
も
と
に
「
部
落
問
題

抜
き
、
差
別
問
題
抜
き
」

の
人
権
学
習
に
な
っ
て

い
る
学
校
教
育
・
社
会

啓
発
の
現
状
を
明
ら
か

に
し
「
同
和
教
育
を
基

軸
と
し
た
人
権
教
育
」

の
創
造
を
強
く
進
め
て

い
く
運
動
に
取
り
組
む
。

⑤
県
内
の
就
職
差
別
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、

企
業
で
の
公
正
採
用
選

考
シ
ス
テ
ム
の
確
立
・

就
職
差
別
撤
廃
に
向
け

て
、
県
や
労
働
局
・
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
進

め
る
。

⑥
地
域
に
根
ざ
し
た
運

動
を
展
開
す
る
組
織
改

革
の
方
向
性
を
明
ら
か

に
す
る
。

⑦
「
人
権
と
平
和
」
の

視
点
を
堅
持
し
、
戦
争

へ
つ
な
が
る
国
権
主
義
・

民
族
排
外
主
義
と
断
固

対
峙
し
「
人
権
侵
害
救

済
法
」
の
制
定
を
は
じ

め
と
す
る
総
合
的
な

「
人
権
の
法
制
度
」
の

確
立
に
取
り
組
む
。

⑧
狭
山
第
３
次
再
審
闘

争
勝
利
、
司
法
の
民
主

化
運
動
を
推
し
進
め
る
。

（１） 第２６号 （毎月１回発行） 解放新聞山口版 ２００８年６月３０日

○差別事件の糾弾闘争を強化
○全ての学校で同和教育実践を！
○全自治体で同和行政を！
○来年の西日本夏期講座の成功

部
落
解
放
同
盟
山
口
県
連
合
会
第
57
回
定
期

大
会
を
６
月
１
日
、
山
口
市
の
「
ホ
テ
ル
か
め

福
」
で
開
催
し
た
。
今
大
会
で
は
役
員
改
選
が

あ
り
、
新
た
に
副
委
員
長
を
増
や
し
、
組
織
強

化
に
向
け
て
闘
争
本
部
、
組
織
局
と
運
動
局
を

新
設
し
た
。
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来賓の紹介（敬称略・順不同）

松岡徹（部落解放同盟中央本部書記長）、西村亘（山口県副知事）、伊藤道雄（山
口県環境生活部長）、田邊恒美（山口県教育委員会教育次長）、中川英世（山口県
環境生活部人権対策室長）、吉田正治（山口市副市長）、西村伸博（山口市教育委
員会教育部長）、平岡秀夫（衆議院議員・民主党山口県連代表）、藤谷光信（参
議院議員・民主党）、佐々木あけみ（山口県議会議員・社民党山口県連代表）、吉
敷晶彦（山口県議会議員）、田中健次（防府市議会議員・新社会党防府総支部総支
部長）、中野威（連合山口事務局長）、岡本博之（自治労山口県本部執行委員長）、
吉川俊雄（山口同宗連議長）、麻野他郎（山口県同教委員長）

第５７・５８期県連役員

執行委員長 松岡広昭（岩国）
副 委 員 長 浅田政美（周南）

藤本謙吾（宇部）
書 記 長 山内孝治（下松）
書 記 次 長 川口泰司（山口）
統制委員長 外村國尾（上関）
財務委員長 岩田貞雄（萩）
会 計 監 査 藤田繁男（宇部）

松村元幸（宇部）
名 誉 顧 問 岩田利平（萩）
執 行 委 員 米田克巳（岩国）
執 行 委 員 竹嶋彰宏（岩国）
執 行 委 員 杉 正信（柳井）
執 行 委 員 高津吉隆（柳井)
執 行 委 員 竹嶋政志（柳井）
執 行 委 員 高松克圭（下松)
執 行 委 員 浅田文男（周南）
執 行 委 員 宮川力雄（山陽）
執 行 委 員 松尾直樹（徳地）
執 行 委 員 梅谷 靖（徳地）
執 行 委 員 太田逸雄（萩）

多くの来賓から激励のあいさつを頂いた（写真上 松岡徹・中央本部書記長）県連大会に参加し、方針と団結を確認する参加者たち


